
三重県の障害者雇用状況 （法定雇用率２．１％）
（平成21年6月1日現在）

①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

三重県知事部局 4,432 119 2.69 0

三重県病院事業庁 463 9 1.94 0

三重県企業庁 115 4 3.48 0

計 5,010 132 2.63 0

三重県警察の障害者雇用状況 (法定雇用率２．１％）
（平成21年6月1日現在）

①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

三重県警察 380 10 2.63 0

三重県教育委員会の障害者雇用状況 (法定雇用率２．０％）
（平成21年6月1日現在）

①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

三重県教育委員会 9,626 164 1.70 28

注１ 　①欄の「法定雇用障害者数の算定の基礎となる職員数」とは、職員総数から除外職員数及び除外
率相当職員数（旧除外職員が職員総数に占める割合を元に設定した除外率を乗じて得た数）を除
いた職員数である。

2 　②欄の「障害者の数」とは、身体障害者数、知的障害者数及び精神障害者数の計であり、短時間
勤務職員以外の重度身体障害者及び重度知的障害者については、法律上、１人を２人に相当する
ものとしてダブルカウントを行い、精神障害者である短時間障害者については、法律上、１人を０．
５人に相当するものとして０．５カウントを行っている。

3 　④欄の「不足数」とは、①欄の職員数に法定雇用率を乗じて得た数（１未満の端数切り捨て）から
②欄の障害者の数を減じて得た数であり、これが「０」となることをもって法定雇用率達成となる。
　したがって、実雇用率が法定雇用率を下回っていても、不足数が「０」となることがあり、この場合、
法定雇用率達成となる。

　　（別　紙）



三重県内の各市町等の機関の障害者雇用状況 (法定雇用率２．１％）

（平成21年6月1日現在）

市
①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

桑名市 868 18 2.07 0 注4.特例認定あり
いなべ市 342 7 2.05 0
四日市市 1,485 36 2.42 0 注4.特例認定あり
鈴鹿市 1,024 21 2.05 0
亀山市 335 8 2.39 0
伊賀市 820 9 1.10 8
名張市 448 11 2.46 0
津市 2,051 43 2.10 0 注4.特例認定あり
松阪市 1,068 23 2.15 0
伊勢市 806 16 1.99 0
鳥羽市 236 5 2.12 0
志摩市 524 5 0.95 6
尾鷲市 262 6 2.29 0
熊野市 207 9 4.35 0

計 10,476 217 2.07 14

町
①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

木曽岬町 63 0 0.00 1 注5
東員町 119 4 3.36 0
菰野町 212 1 0.47 3
朝日町 82 1 1.22 0
川越町 64 4 6.25 0
明和町 119 2 1.68 0
多気町 128 2 1.56 0
玉城町 120 2 1.67 0
度会町 69 2 2.90 0
南伊勢町 287 6 2.09 0
大紀町 189 7 3.70 0
大台町 114 0 0.00 2
紀北町 197 5 2.54 0
御浜町 129 3 2.33 0
紀宝町 91 2 2.20 0

計 1,983 41 2.07 6

 市町の関係機関
①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

四日市市上下水道局 181 4 2.21 0
鈴鹿市水道局 73 1 1.37 0
松阪市水道部 94 2 2.13 0
伊賀市水道部 56 0 0.00 1
市立伊勢総合病院 142 3 2.11 0
市立四日市病院 307 6 1.95 0
桑名市民病院 102 1 0.98 1
四日市港管理組合 102 4 3.92 0
紀南病院組合 181 2 1.10 1

計 1,238 23 1.86 3

市町等計 13,697 281 2.05 23



教育委員会
①法定雇用障害者数の
算定の基礎となる職員数

②障害者の数 ③実雇用率 ④不足数 備　　考

いなべ市教育委員会 105 2 1.90 0
鈴鹿市教育委員会 217 2 0.92 2
亀山市教育委員会 66 1 1.52 0
伊賀市教育委員会 143 0 0.00 3
名張市教育委員会 96 2 2.08 0
松阪市教育委員会 203 8 3.94 0
伊勢市教育委員会 141 2 1.42 0
志摩市教育委員会 125 3 2.40 0
尾鷲市教育委員会 92 1 1.09 0

計 1,188 21 1.77 5

総計 14,885 302 2.03 28

注１ 　①欄の「法定雇用障害者数の算定の基礎となる職員数」とは、職員総数から除外職員数及び除外
率相当職員数（旧除外職員が職員総数に占める割合を元に設定した除外率を乗じて得た数）を除
いた職員数である。

2 　②欄の「障害者の数」とは、身体障害者数、知的障害者数及び精神障害者数の計であり、短時間
勤務職員以外の重度身体障害者及び重度知的障害者については、法律上、１人を２人に相当する
ものとしてダブルカウントを行い、精神障害者である短時間障害者については、法律上、１人を０．
５人に相当するものとして０．５カウントを行っている。

3 　④欄の「不足数」とは、①欄の職員数に法定雇用率を乗じて得た数（①未満の端数切り捨て）から
②欄の障害者の数を減じて得た数であり、これが「０」となることをもって法定雇用率達成となる。
　したがって、実雇用率が法定雇用率を下回っていても、不足数が「０」となることがあり、この場合、
法定雇用率達成となる。

4 　特例認定とは、市町長部局とその他の機関（教育委員会等）の申請に基づき、労働局長の認定を
受けた場合、その他の機関に勤務する職員を市町長部局に勤務する職員とみなすものである。
　①四日市市は、平成１５年５月１９日付けで四日市教育委員会と特例認定を受けている。
　②津市は、平成１８年５月３０日付けで津市教育委員会及び津市水道局と特例認定を受けている。
　③桑名市は、平成２１年５月２９日付けで桑名市教育委員会及び桑名市水道部と特例認定を受け
　　ている。

5 　木曽岬町においては、９月１日現在において障害者の数は１人、実雇用率１．５９％、不足数０人
となっている。


